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　塚本　コロナの感染急拡大です。
　大村　愛知県は、２０２１年１０月１８日か
ら、県独自に「警戒領域」での基本的な感染防
止対策の徹底を県民・事業者の皆様にお願いし
てきました。しかし、オミクロン株への急速な
置き換わりが進む中、２１年末から新規陽性者
数は増加し、第６波が襲来した。そこで、1 月
6 日には、改めて基本的な感染防止対策の徹底
をお願いするメッセージを発出し、「警戒領域」
における感染防止対策を強化しました。今後も、
感染状況に応じて必要な対策を適時適切に講じ
ていきます。
　――３回目の新型コロナワクチン接種は。
　大村　第６波の影響を最小限に抑えるには、
３回目の新型コロナワクチン接種が重要です。
愛知県では、１２月から、県内の各市町村にお

いて、２回目接種完了から原則８カ月経過した
医療従事者や高齢者を始めとする県民の皆様へ
の３回目接種を始めています。そうした中、オ
ミクロン株の感染拡大防止対策とクラスター対
策の観点から、１２月２０日から、高齢者・障
害者の入所施設及び通所事業所の利用者や従事
者など、重症化リスクの高い方を優先して、接
種間隔を６カ月に前倒して接種を進めていま
す。さらに本県独自の取組として、1 月７日に
は一般の高齢者、1 月１１日には医療機関に勤
務する医療従事者の同居家族、1 月１３日には
基礎疾患を有する方についても、接種間隔を 6
カ月に前倒して接種を進めることとしました。

（取材後の 1 月１４日に、愛知県では、その他
一般の方についても、3 月以降、接種間隔を 6
カ月に前倒すことを発表）また、１月２４日か

らは、県の大規模集団接種会場を順次開設し、
さらなる接種体制の整備を図っていきます。市
町村や関係機関と連携し、ワクチンの３回目接
種を安全かつ確実に実施していきます。
　――ジブリパークが秋に開園します。
　大村　ジブリパークは、スタジオジブリ作品
に出てくる風景や建物、造形物を忠実に表現す
ることで来園者の皆様が、作品の世界観に浸っ
ていただくことができる、いわゆるテーマパー
クとは一線を画した唯一無二の公園施設です。
　２０１７年５月に、スタジオジブリと「ジブ
リパーク」を整備するという構想について合意
をしてから４年が経ちます。いよいよ今秋に「青
春の丘」「ジブリの大倉庫」「どんどこ森」の３
つのエリアが先行開園します。スタジオジブリ
の作品は日本のみならず世界中で親しまれてい
るコンテンツであり、開園後は世界中のファン
がここ愛知に集まってきます。県民の皆様始め
国内外の多くの皆様に、笑顔溢れる日々をお届
けするとともに、世界中から多くの皆様にお越
しいただくことで、愛知全体の経済を盛り上げ
ていきたいと思います。

２５年夏、新体育館オープン
　――コロナ収束後のインバウンド需要の回復
を見据えた取組は。
　大村　中部国際空港の国際線は、２０２０年
１月１日時点で週４８２便と開港以来過去最高
となりましたが、現在はコロナ禍の影響を大き
く受け、２２年１月１日時点で週１７便に留
まっています。コロナ収束後は、国内外で抑圧
された消費・旅行需要の反動で、インバウンド
についても急速に回復すると見立てており、イ
ンバウンド需要をしっかりと取り込むために、
地域の魅力向上、情報発信、社会インフラ整備
が重要だと考えています。
　今年秋に開園するジブリパークは、世界中の
多くの方々を愛知に引き付ける求心力となると
考えています。ジブリパークを中心に、「ジブ
リパークのある愛知」として、本県のブランド
力を強化し、愛知を目的地とする外国人旅行者

を呼び込み、県内各地への周遊観光へつなげて
いきたいと考えています。
　また、２５年夏には、愛知県新体育館をオー
プンする予定です。日本初のＰＦＩ手法とな
る「ＢＴコンセッション方式」により、国内通
信最大手のＮＴＴドコモや世界トップのアリー
ナ運営事業者であるＡＥＧ（アンシュッツ・エ
ンターテインメント・グループ）などが参画
する株式会社愛知国際アリーナが、設計・建
設から維持管理・運営までを一体で実施しま
す。メインアリーナの観客席は、最大収容人数
１万７０００人を擁し、最先端のＩＣＴ技術を
活用した観戦・鑑賞体験などを提供するグロー
バル水準のアジア最大級のスマートアリーナに
なります。オープン後は、大相撲名古屋場所を
開催するほか、世界最高峰の魅力あるスポーツ・
エンターテイメントのコンテンツを呼び込むこ
とで、海外からの集客につなげていきます。
　さらに、２６年にはアジア競技大会を開催
します。４５の国と地域から、選手団最大
１万５０００人のほか大会関係者、メディア、
観戦客など国内外から多くの方々が本県を訪れ
ることから、アジア地域を始めとした世界に向
け、愛知の存在感を示す絶好の機会になると考
えています。
　――海外への情報発信については。
　大村　外国人旅行者から愛知が旅行先として
選ばれるためには、海外に向けて積極的に地域
の魅力を発信することが重要です。海外６カ国
に設置している「海外観光レップ」では、現地
メディアや旅行会社に向けた本県のセールス活
動を、現地目線で継続的に実施しています。ま
た、観光施設を始めとした事業者に対する世界
最大級のクチコミサイトへの登録支援に取り組
むとともに、Web サイトや SNS による情報発
信に加え、愛知ならではの体験型観光に関する
動画を作成し You Tube で配信するなど、海外
の訪日旅行関心層への一層の認知度向上を図っ
ています。
　――中部国際空港の新滑走路計画も期待しま
す。
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大村秀章愛知県知事大村秀章愛知県知事
　１月号からスタートした「THE　INTERVIEW」は今回、愛知県知事の大村秀章さんに登場願った。
昨年は、コロナ禍対策を最優先課題にリーダーシップを発揮。コロナとの闘いは２０２２年も続き
そうな状況下だが、２０２２年秋のジブリパークの開園など、国内外から人が集まる愛知県へと期
待が寄せられる。一方、カーボンニュートラルに向けた取組など次世代の産業への支援の手も緩め
ない。大村さんの「覚悟と決意」は如何に――。
（聞き手は、塚本隆編集長）【取材日 2022 年 1月 13 日。写真撮影時のみマスクを外してもらった】
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　大村　海外の方々を受け入れるにあたって
は、社会インフラ整備も不可欠です。特に、世
界と直結する中部国際空港の機能強化は重要
で、２０２１年１２月１４日に、東海３県１市、
経済団体、空港会社のトップで構成する「中部
国際空港将来構想推進調整会議」として、２段
階の整備により、将来的に滑走路処理容量を現
在の約１．５倍とすることを目指す『中部国際
空港の将来構想』をとりまとめました。将来の
航空需要を踏まえ、中部国際空港沖公有水面埋
立事業により造成される空港西側の新たな埋立
地に新滑走路を整備していきます。
　さらには、２７年のリニア中央新幹線の開業
があります。この地域の玄関口となる名古屋駅
の乗り継ぎの利便性の向上、機能強化を図る
スーパーターミナル化や名古屋駅と県内地域へ
の速達化を図る鉄道ネットワークの充実・強化
を進めていきます。
　インバウンド需要の回復に備え、地域の魅力
を高め、積極的に発信するとともに、社会イン
フラの整備を着実に図ることで、「世界から選
ばれる魅力的な愛知」の実現を目指していきま
す。

カーボンニュートラルの時代
　――カーボンニュートラルに向けた取組は。
　大村　カーボンニュートラルの実現には、革
新的なイノベーション、圧倒的なブレイクス
ルーが必要となります。本県では、２０２１年
６月から、革新的で独創的な事業・企画アイデ
アの募集を開始し、提案のあったアイデアを学
識経験者で構成する「あいちカーボンニュート
ラル戦略会議」で審議いただき、全国のモデル
となる先駆的なプロジェクトの創出を目指して
います。
　その一つとして２１年７月には、「水循環」
をキーワードに、再生可能エネルギー等の導入
による国土強靱化をはじめ、森林保全・治水・
水道からエネルギーまでを含め、官民連携で総
合的かつ分野横断的にカーボンニュートラルの
実現を目指す提案を選定し、このアイデアを具

現化するため、２１年９月に「矢作川カーボン
ニュートラル（CN）プロジェクト」に着手し
ました。本プロジェクトでは、既存のシステム
やしきたりにとらわれず、流域マネジメント、
エネルギーマネジメントを重視して、AI や IoT
といった最新鋭の技術を駆使し、二酸化炭素削
減、省エネルギー、そして SDGs 達成につなが
る取組を進めていきます。今後も、これに続く
民間の優れたアイデアを選定し、プロジェクト
の具体化に取り組むとともに、グリーン分野の
投資を全国から本県に呼び込み、民間企業によ
る大胆なイノベーションを起こす前向きな挑戦
を応援し、具体的な脱炭素プロジェクトを数多
く立ち上げることを通じて、カーボンニュート
ラルの実現に向けた取組を加速していきたいと
思います。
　――自動車産業への対応は。
　大村　本県の基幹産業である自動車産業にお
いては、自動車の電動化に伴いガソリンエンジ
ンを中心に部品点数が将来的に減少するなど、
今後厳しさが増す中堅・中小部品メーカーに対
し、自動車産業の動向などの情報提供を行うと
ともに、電動化部門への参入や既存技術を活か
した新分野への進出支援が重要と認識していま
す。一般社団法人中部産業連盟と連携し、今後
の自動車産業の動向などについて大手自動車
メーカーなどから自社の取組や今後の方向性な
どを直接聞くことができるフォーラムを開催す
るとともに、ＥＶやＦＣＶ等の次世代自動車分
野への参入に向けた販路拡大の支援として、世
界最大級の自動車技術の展示会「オートモー
ティブワールド」への出展料を負担し、専門家
による取引先の発掘や商談サポートを行なって
います。
　今後も、国内外の情勢を注視しつつ、県内の
中堅・中小自動車部品メーカーの新たな挑戦や
既存技術を活かした事業展開を支援していくこ
とで、自動車産業の持続的な発展に取り組んで
いきます。
　――少子高齢化による影響は。
　大村　 ２ ０ ２ ０ 年 ３ 月 に 策 定 し た 第 ２

期「愛知県人口ビジョン」において、本県
の 出 生 率 が 現 状 程 度 で 推 移 す る 場 合 の シ
ミュレーション結果では、県の生産年齢人
口は２０年の４６５万１０００人が、３０
年 に は ４ ５ ２ 万 ６ ０ ０ ０ 人、 ４ ０ 年 に は
４０４万８０００人と減少幅が拡大していくこ
ととなっています。
　――人手不足問題も深刻です。
　大村　生産年齢人口の減少に伴い、社会経済
の担い手不足が進んでいく中で、技術革新等に
よる生産性向上のほか、女性や高年齢者、障害
者、外国人など、多様な人材の活躍が、これま
で以上に強く求められるようになっていきま
す。
　生産性向上については、自動運転、ドローン、
サービスロボットなど、愛知のモノづくりの強
みを生かした革新的技術の実証実験を実施し、
社会実装に向けた取り組みを進めるとともに、
デジタル技術の活用促進を図っています。本県
が２０２１年に実施した「デジタル技術活用促
進調査」では、県内のデジタル人材の不足やデ
ジタル技術を導入・活用するための理解・ノウ
ハウの不足などの課題が判明しました。そこで、
製造業をはじめとする県内産業のデジタル化・
ＤＸを推進するため、企業のニーズを踏まえた
デジタル人材の育成や、デジタル技術の活用を
支援していきます。

　また、多様な人材が、その能力を発揮し、社
会経済の担い手として活躍できる環境を整備
し、人材確保を進める必要があります。少子高
齢化が進む中では、外国人材の確保も対策の一
つではないでしょうか。定住外国人や事業者向
けに相談窓口を設置し、就労や雇用に関する相
談に対応するとともに、特に高齢化の進展に伴
い、人手不足が続いている介護分野について、
定住外国人を対象とした雇用型訓練を実施し、
介護分野への就労を促進していきます。
　また、国に対し中長期的に人手不足の深刻化
が見込まれる特定の製造業を、１９年４月から
導入された在留資格「特定技能」における特定
産業分野に追加するとともに、在留外国人を対
象とした日本語研修や日本語能力に配慮した職
業訓練の充実を要望しています。
　国内における人材確保については、テレワー
クなどの多様で柔軟な働き方を支援するととも
に、県外から人を呼び込むＵＩＪターン就職の
促進や就職面接会の開催によるマッチング機会
を提供するほか、子育て女性の再就職支援、障
害者の職場定着支援など、それぞれの特性に応
じた就労支援に着手していきたいと考えていま
す。これらを着実に進めることで、生産性の向
上や多様な人材の確保を図りながら、本県の継
続的な発展に繋げていきます。
　――ありがとうございました。


